第12回　施設処遇検討会議　議事録　H22.7.26

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・中村文洋・須々田珠実・馬渕豊子・木村春子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・小笠原嘉紀・小阪和子・上平ユリ子）

記　録：木村春子
議題

１：吉田　富秋様　（青風荘利用者様）の処遇について

２：松村　勉様　　（青山荘利用者様）の処遇について

１：吉田　富秋様　（青風荘利用者様）の処遇について

病名：幻覚妄想状態・アルコ－ル認知症　　　合併症：なし

問題点

・内面的な事を自分から出せない為、ストレスを溜め込む（自分の考え・意見等を容易に言わない）

自分の思いを伝えられない（再発を防ぐ取り組み）

介入方法

· 施設内でのル－ルや規則等に拒否的になる可能性がある為、その事でストレスにならないよう言葉を選びながら対応する。

・　定期的な面談や状況に応じて接触を持ち、本人の考えている事や不満・不安を引き出していく。

・  能力を持ち合わせている様子の為、生活向上の技術を身に付ける意味も含めて、当番担当等を組み入れる面談を実施していく。

· いつでも本人から話して気安い環境を整備していく。

・金銭に対して不安を募らせる傾向がある

介入方法

・2Ｗ（5.000円）で遣り繰りすることとしているが、小銭も残さずに遣い切っている為、（デイで必要な小銭を持ち合わせていない）定期的な面談を持ち、それとなく金銭状況を確認していく。

・ 計画的な遣い方が出来ていない様子の為、自立した生活するために必要な事を説明し、徐々に金銭出納を本人と確認していく方向でいく。
・過度に気を使い、自分の思いや意思を満足に伝えられず、自分の中に溜め込む傾向がある。その為職員から積極的に話し掛け、また、一緒に余暇を過ごす時間を長くする事で本人がいつでも話せる環境を作る。
＜評価＞

・お金がなくなると不安となり、小遣いを増やして欲しいと訴えが多くなってくる。施設のルールに

　対してうるさい所だと言ってくる事がある。定期的な面談を行っていき、声掛け指導については、説明を加えながら、ルールや規則を理解出来るように時間をかけて介入していく。プライドがあり、障害者として接するのではなく、言葉を選んで対応する。ストレスについても様子観察していく。
２：松村　勉様　　（青山荘利用者様）の処遇について 

病名：統合失調症　　　　　合併症　腰痛

問題点
1 日中活動

介入方法
・散歩以外で本人が興味を持ち継続して取り組めるものを引き出し、情報の提供をしていく。一緒に活動することで、定着、習慣化を図る。

・自炊訓練を個別プログラム化して実施する。実施後にはその都度振り返り、評価の時間を設定し、次のプログラムへの繋がりを持たせ、本人の意欲や自信に繋げる。

2 対人関係（継続）

介入方法

・自己判断で行動化する事がある為、不明な点は行動に移す前に必ず職員に相談、確認するよう伝える。

・他者とのコミュニケーションの取り方について行動を振り返り、適切な方法を話し合う。

・集団生活の中で規則を守ることが、安定した施設生活の為に必要である事を繰り返し説明する。

③健康管理（継続）

介入方法
・体重増加や運動の必要性について本人も自覚しており、毎日の散歩を継続できている。その事を評価し今後も継続できるよう係わっていく。

・間食量についても必要時に応じて介入していく。

＜評価＞

・青山荘内で他者の食事当番を手伝う事もあり、その事で過干渉になり職員が介入する事が度々ある。他者にお菓子や飴をあげる事も多くみられ、注意するがなかなか直らない。間食も多く毎日のようによこまちでの買い物もされている為、健康管理の為にも食べ過ぎにならない様に介入する。
・日中活動として、デイケア利用の件で話しをしているが、以前に湊病院のデイケア利用していたが良いイメージがないからとの事。対人交流を円滑にするため利用を検討している。デイケアに通所出来るように、最初は2回～3回位から初めていく。その際デイケア利用を条件として、自炊訓練をすすめていく。また、ストレスの溜め込みが無いように、定期的な面談を行っていく。

・青山荘退所後は長兄より「家に戻ってきてもいい」と、言われているので、本人のニーズにあった具体的な訓練目標を検討していく。







